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見通しをもち，すすんで活動する生徒を

育成するにはどうすればよいか

Ｉ基本的な考え方

１高等部教育のねらい

教育の究極の目的は，自主的精神に充ちた心身ともに健康な国民の育成にある。知的発達に

遅れがあり，社会生活への適応が難しい精神遅滞児にとっても，将来の家庭生活や社会生活に

おいて自分の力を精いっぱい発揮して,人間らしく生きていく能力を養っていかなければならない。

とりわけ，社会生活への参加を目前にした高等部の生徒の教育にあっては一人ひとりの将来

の生活を想定して，家庭や職場，施設といった社会生活への自立をめざしていく必要がある。

このような考えのもとに，高等部としての教育目標を「心身の調和的発達を図るとともに，

家庭生活や社会生活に必要な能力を高め，自らの力を十分発揮して，個々の特性に応じた社会

生活や職業生活に参加し得る人間を育成する。」ことと設定した。

知的な障害をはじめ，発達に差のある生徒たちが人間らしく生きる喜びをもって実社会へ参

加するためには,身のまわりのことは自分の力で処理する身辺自立をはじめ,たくましい体力や集

団参加のし方などの社会生活への適応力を育成することが必要である。

そこで，その方策として，生徒があらゆる場面で自主的に行動しようとする生活態度を身に

つけさせることをねらいとした生活単元学習や職業生活への適応力を養うことをねらいとした

作業学習を中核として教育課程を編成している。

２生徒の実態

高等部は，昭和５６年度に設置されて２年目を経過しようとするところである。開設初年

度の入学生は，本校中学部より５名，他の中学校特殊学級より５名の計１０名，本年度の入

学生は，中学部より８名，特殊学級より２名の計１０名で，合計２０名の生徒数である。

生徒の全体的傾向をみると，衣服の着脱はある程度できるが自らやろうとせず，まわりから

の補助に頼る生徒から，自分なりの課題をみつけてとりくもうとする，いわゆる目的的行動の

とれる生徒まで発達差の大きい集団である。

余暇のすごし方など学校内における日常生活の場面を観察してみると，教師の指示や示唆に

よって動くことが多かったり，お互いにかまいすぎたり，されるがままになっていたりして，

自ら目的意識をもって活動することが少ない。また，１日の生活の流れにそって，自分たちが，

「今，何をすればよいか」といった場に応じた状況判断もまずく，自分たちで自主的に協力し

合いながら，工夫して活動しようとする場面もあまり見られず，すべての場面で，他に依存

しがちな集団である。
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３研究の経過と視点

（１）研究の経過

初年度（昭和５６年度）は，高等部の教育はいかにあるべきかを模索しつつ，高等部段階

での「動き」については，目的的に行動することであるととらえた。

そこで，われわれは，生徒に，めあてをもち自発的に活動することを期待して，「自ら判

断し，行動する生徒の育成」をテーマとして研究。実践した。その中で，生徒たちが自主的

に活動する学習場面を工夫することにより，リーダーを中心とする集団としての活動場面を

多くみた。しかし，生徒一人ひとりが課題や目的をよく理解して，それをどのように解決し

ていくか，即ち，手順や方法を考えて，その計画を自分たちなりに立て，自分たちで実行し

ようといった，自らめあて意識をもって行動するまでには至らなかった。

われわれは，この研究を通して，多様な生徒たちに，それぞれめあて意識をもたせ，活動

させやすくするためには，一定期間経継して指導する場面を設定し，くり返し学習できる単

元の構成が有効ではなかろうかということを認識した。

昭和５７年度は，こうした昨年度の研究の反省に立って，「見通しをもち，すすんで活動

する生徒の育成」をテーマとして研究にとりくんだ。

われわれは，生活単元学習をすすめるにあたって，これまでの「～について調べよう。」

といった単なる知識や技能中心型の学習を反省し，生徒の体を通した実際体験の中で，生徒

が主体になってすすめる学習活動を重視して指導計画を作成し，実践を積んできた。

（２）「見通しをもち，すすんで活動する」ことのとらえ方

人間は，誰でも未知の課題に対しては，「どうすればよいだろうか。」といった不安感を

いだいたり，「むつかしい。できそうにない。」という意識を生み，消極的な態度をとりや

すい。反面，すでに経験したことについては，「やったことがある。」「自分にもできそう

だ。」「やってみたい。」といった興味。関心や欲求が土台となって，好んでとりかかろう

とする。

生徒たちがすすんで活動するためには，このように，これからやろうとする課題に興味や

関心をもつことが必要である。また，活動を通して，集団の中で互いに認め合うことによっ

て「自分にもできる」といった自信をもたせ，活動への動機づけを図ることが大切である。

この自信が，「またやってみたい。」「こんどもがんばるぞ。」という意欲をもやし，次の

新しい活動への興味。関心や欲求となってふくらんでいくのではなかろうか。

さらに，生徒に，活動を自らのものとしてとらえさせるためには，教師の指示を最少限に

して，生徒なりに問題をみつけたり，互いに教え合ったりして，自らの力で活動させること

が大切ではないかと考える。

われわれが，「見通し」について，生徒に期待していることは，「やったことがある。」

という興味を手がかりにして「自分に何ができるか。」という活動への予測をたてたり,｢何

をどのようにすればよいか。」という手順や方法がわかることであるととらえている。
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以上のようなことから，合科・統合された生活単元学習の中で，過去の経験の拡大・探化

を図り，見通しをもって，生徒たちなりに計画をたて，実践し，反省する学習活動を習'慣化

して，自ら活動する態度を定着させたい。そこで，生徒に過去の経験を思いうかべさせ,新し

い活動について予測させやすくするための手だてとして,視聴覚機器の工夫,実際体験活動の

あり方などに視点をあてて研究をすすめることにした。

さらに，こうした学習を通して自主的な生活態度を培う素地として，計画性，協調性，自

発'性,継続性に焦点をあて,学習活動の中では，例えば，計画性を培うものとして，予測する，

手順がわかる，方法がわかるなどの要素をとり入れてパターン化することにより，めあてを

もち，見通しをたてやすくした。

、以上のような活動をくり返す中で，自分たちで計画をたてて活動できたという意識や自信

が強まって，次の活動へ意欲をもって「すすんでとりくむ」態度も養っていけるのではない

かと考える。下の図は，これまでのべた「見通しをもちすすんで活動する」態度を身につけ

させることにせまろうとする要約図である。
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Ｉ実践１「臨海学校」の指導を通して

この単元は６月末から７月にかけて,高等部会員で展開していった。ほとんどの生徒たちはこ

れまでに幾度か，キャンプ生活を経験してきているが，中にはまったく初めての経験という生

徒もいる。単元展開の概略を第二次の活動に焦点をあてて以下に述べる。

１単元について

（１）単元の価値

高等部の生徒たちの日常生活は，衣，食，住のすべてにわたって周囲から世話をしてもら

うことが多く，自分の力で仕事をやりぬく経験が少ないため，周囲に依存しがちになる。こ

のような生徒たちに，自らやろうとする行動力を身につけさせるためには，実際的な生活場

面において，体感的な経験を多く積ませることが有効であると考える。

臨海学校では，日常の家庭環境から離れて生活す.台ので，周囲への依頼心を絶ち，最小限

の自分のことは自分でやる必要性に迫らせ，自分で問題解決していかなければならない経験

を与えることができる。また，生徒たちが，食事や睡眠，排池といった基本的欲求を自分の

力で充足したり，互いに役割を分担し友達と協力し合う中で日課や仕事をすすんで行ったり，

自分自身で次の行動を考えて活動する自主性を育てたりすることができる。

生徒たちは，これまでに共同生活として単元「働く生活」の中で校内宿泊や農作業合宿を

経験してきている。本単元では，これまでの生活経験を基にして，その生活経験相互の関連

を図りながら，くり返し学習によって生徒なりに何をどうすれぱよいかの見通しを持たせ，

自分たちで活動できる喜びや活動意欲を堀り起こしていくことができる。また，時期的にも

生徒の興味，関心の深い自然環境を背景にしているので，解放感にひたらせ，精神的なリラ

クゼーションを図ることができる。さらに仕事を細分化して能力に応じた活動をさせるこ

ともできる。

こうした活動を通して，一人ひとりに「自分にもできる」という自信を養うとともに,「他

の人とのかかわり」にも目を向けさせ，互いに助け合い協力し合う中で，自分たちの生活課題

を他からの指示がなくても自分たちで解決しようとする行動力を培えると考える。

（２）生徒の実態

１年生男子７名女子３名，２年生男子５名女子５名，計２０名で構成されている。明るく

大らかな性格で，ほとんどの生徒たちがグループや学部単位の活動に興味，関心を示し始め

ている。生徒たちの活動状況をみてみると，キャンプの生活の流れはよく理解していないよう

である。係の仕事や準備についてもよく覚えていず，見通しを持って計画的に仕事を進める

ことは困難である。また．自分の意見や希望を持てる者が少なく，他に左右されやすい，あ

るいは依存しやすい型の生徒が多い。仕事面では，ほとんどの生徒たちがよく協力し合い，

仲良く仕事をしているが，自分の仕事以外の手伝いなどはよくできていない。

仕事上での根気強さはみられるものの,困難や障害にぶつかったとき，自ら乗り越えようと

したり，あきらめずに活動しようとしたりする態度面では根気強さに欠ける者が多い。

－７４－



（３）指導上の留意点

①一人ひとりの生徒の実態を的確に把握して能力に応じた指導を行いたい。

ｏ家庭との連携から家庭生活の実態を把握する。

ｏ仕事の関連を図り，役割意識を持たせる。

②意欲的な活動ができるような手だてを考えたい。

ｏこれまでのキャンプや農作業合宿等の場面を視聴覚教材で思い出させ，キャンプへの

興味関心を高める。

ｏ生徒たちのわずかな行動や動きの変化にも注視し，その都度賞賛の蝋言葉をおくりたい。

ｏ必要な用具等を事前に操作させることにより，キャンプへのイメージを高めさせる。

③協力してやりとげようとする活動を重視し，そのための手だてを工夫する。

ｏ生徒たちの希望をできるだけとり入れたグループをつくり，その役割や仕事を考えさ

せ，グループ活動の場を多く設定したい。

Ｏ学部生徒会との関連を図りながら，学部全体で自主的に推進できる活動を考えさせるＣ

Ｏ助け合い，楽しみ合うキャンプ生活の過ごし方を場面を設定して考えさせる。

２目標

ｏ自然と親しむ共同生活を通して，互いに役割を分担し協力し合って活動する中で，責任を

持ち，根気強く仕事をなしとげる態度を育てる。

３指導計画（総時数４０時間）

－７５－

次 主な学習活動・内容 時間

1．臨海学校の計画を立てる。

２臨海学校周辺の特色を調べる。
○ 目的地までの交通機関，目的地の様子など。

(時）

４

一一

一

3．臨海学校での生活について話し合う。

○
○
生活グループの編成

約束や心得，必要な仕事など

５

三

4．しおりを作る。

5．準備や練習をする。

０ 健康状態の調査．用具や道具の準備，食事の献立調べ他

Ｏラアン ﾄ設営，キャンプファイヤーの練習など。

１１

四 6．臨海学校に行く。 １８

五

7．臨海学校の反省をする。

○
○
使った用具や道具の後始末

反省会（行動面，態度面，‘情緒面）

２



臨海学校での生活グループを４つに分ける

４指導の実際

臨海学校を間近にひかえて，準備や練習の学習活動の前段階として，生徒たちなりに「臨海

学校での生活について話し合う」活動を以下のように展開し，考察を加える。

（１）生活グループの編成

生活グループを編成する活動は，臨海学校におけるほとんどの活動が，このグループを中

心にすすめられるため，生徒にとっては，興味深いことである。生徒たちは，これまでに８

ｍｍを利用して昨年の臨海学校の様子を思い出したり，今年の予定地である市来海岸の様子

をＶＴＲを利用して学習したりしている。「みんなで協力して，楽しい臨海学校を過ごす｣た

めのグループ編成は．生徒たちなりに臨海学校における生活の見通しをもたせて活動させる

ところにねらいがある。以下，本時の主な学習活動と生徒の反応を示し，見通しの面から考

察してみたい。

－７６－

く考察＞

我友は最初，生徒たちは過去のグループ編成の経験をもとにリーダーを選んでからメンバーを

宝な学習活動と教師のてだて

・み､んなで協力:，て，楽;"い臨海学校をす

こすためのクループという閏標を提示した

うえで昨年の臨海学校や６児の農作業合宿

などのグル,・ブを思い出させる。

・発表された意見を参考にして，男女別に

それぞれグル・う。分けさせる。

。無作為に，男女のグループを組み合わせて，

協力して楽い､臨海学7佼がすごせるかどう

かきfl｣断させる。

・生徒の意見を尊重して，グル・ブ編成を

すすめていく｡

臨海学校での生活グループを４つに分ける

錐徒の主な反ル芯

r荷物を運ぶ心事が多いから，まずﾉ列挙〕

を４人選べばよいと思います」

・全農埴うだと賛成し，プJのあり賭うな４人

を選出した。

「力の弱い人も，それぞれのグループに入

れるとよいと思います』

・これも全員が賛成し，身辺処理その他Wで他

からの援助を要するような４人を選ぶ。

;僕ば，ＴｏＵ君の面倒を津汽いのでＴ･Ｕ謡

と一緒がよいです」

宇僕徳，ＯｏＨ君の面倒をみます」

「僕は，Ｔ･Ｔさんとは’意見がよくくいち

がうのでグルーーフ・をか煮たほうがよいです.

Ｆ僕たちのグループは，しっかり:,覚女子

が多いのでかえたほうがよいですｊ

「ＫｐＫ君の班は，１年生が多いのでかえた

ほうがよいです」

「でも，女子が２年だけだし，しっかりし

ているのでこれでよいと思いますｰ



選ぶのではないかと予想した。ところが，「荷物を運ぶ仕事が多いから，力持ちを選ぶ」という活

動から始まった。このことは，昨年の臨海学校や，６月の農作業合宿などにおける活動内容から，

海水浴やキャンプファイヤーなどのレクリエーション面よりも，たきぎや，テントなどの荷物運

びという働く活動面により強い見通しを持っていたということがわかる。

メンバーを運ぶ過程では，「意見がくいちがうので変えたい」という自分本位の意見もあるが

「力の弱い人も１人ずつ入れよう」という意見のように，助け合い協力し合うことの大切さを表

現している意見が多い。このことは，みんなが楽しい臨海学校を過ごすためには,助け合い，協力

し合うことが必要だという見通しを持っていることがわかる。

また，「力の弱い友達の面倒は僕がみよう」「しっかりした人が多いからかえよう」という意

見などでは，お互いの特性を認めあい，判断した結果だと考えることもできる。

このように，生活グループの編成においては，臨海学校の生活を，力持ちを中心として，働く

活動という見通しでとらえ，また，協力して楽しくすごすためには，手助けの必要な友達もグ

ループで一緒に活動していくことだという生徒なりの見通しを持っているといえる。

(2)約束や心得を話し合って決める活動

本活動では，生徒たちが活動するための見通しを持ちやすいように，農作業合宿の経験に

基づいて，「行き帰りのバスの中。歩くとき」「食事のとき」「水泳のとき・自由時間」「そ

の他のテント村での約束」と，４つの具体的な場面に分けて考えさせることにした。また，

各場面は，生活グループごとに分担させて話し合い活動をさせた。

以下，全体活動→グループ活動→全体活動と，主な活動例を示す。

①＜全体活動＞

－７７－

主な学習活動と教師のてだて 生徒の主な反応

●

●

●

●

●

4つの場面を設定して，めあてを持たせ，

活動をしやすくする。

班ごとに話し合いたい場面を決めさせる。

農作業合宿で良くできたことや家でやつ

ていることを考えさせる。

スター班の班長に，班員１人ひとりの意

見を聞かせる。

場面を選んだ理由を発表させる。

約束や心得を決める場面を選ぶ

● エース班は「行き帰りのバスの中。歩くと

き」, イーグル班は「その他のテント村での

約束」， コン ドル班は「水泳のとき・自由時

間」とすぐ決まる。

・スター班は，班員からなかなか意見が出ず

●

と

決まらない。

●

｢食事のときがいい」「テント村がいい」

2つの意見か出る。

・女子から，「家で家事の手伝いをしている

●

ので決めやすい」という意見が出る。

男子は，その意見により「食事のとき」に

合意する。



水泳のときの約束を決める。

く考察＞

本活動は，班内で話し合い「○○の場面」を選ぶことで，約束や心得を決めようというめあて

意識を持たせることにねらいをおいた。

エース･イーグル。コンドルの３つの班は，簡単に場面を選び出すことができた。それは，班

員に同意の表'情が見られたり「それでいい，それでいい」という声が出たことから，約束を決め

ることができるという見通しを持っていたからだと考えられる。しかし，スター班は，なかなか

意見が出ないために，場面を決めることができなかった。一人ひとりは「○○がいい」という意

見を持っていたが，グループ内で自分の意見を積極的に述べるまでにはいたらなかったからであ

る。そのため，「食事のとき」の場面を余儀なく選ぶことになった。

以上のことから，本活動によりほとんどの生徒がめあて意識を持つことができたと考える。

このことは，農作業合宿の経験に基づいて，最初から場面を４つに分けて考えさせたために,一

つ一つの場面に対して，どういう活動があるかという見通しを生徒たちがもちやすかったためで

ある。スター班も，なぜその場面を選んだかということを考えさせて，具体的な場面の見通しを

持たせたならば，班としての約束を決めたい場面が、もっと明確に出てきたのではないかと考え

るｏ

②＜グループ活動＞例。コンドル班

自由時間の約束を決める。

－７８－

主な学習活動と教師の手だて

。前友時に調べた昨年のキャンプの様子や

実地踏査のＶＴＲで見た今年のキャンプ地

の様子を思い起こきせる。

。農作業合宿の向由時間で悪かったことが

なかったか話､ダ合わせる。

・みん左からijiた意見をもとに，今度の臨

海学校でどうすればいいか考えきせる。

・自由時間のすごし方について話し合わせ

る。

水泳のときの約束を決める。

自由時間の約束を決める。

能徒の主な反応

r準備体操をする」

1.帽挙をかぶる’０

｢先生の言うことを聞くｊ

「一人で泳がない

ｉ深い所に行かない」など

。ほとんどの生徒が発表

・ＫＰＳが班長をリコ・‐ルされたことに関し

た意見が出る。

i班長が自分かってなことをした.：

Ｋ・Ｓ君が１人で先に桁った舟
『■

・自分かってなことをし,ない－１

グループで行動しよう烏
ＩＰ

ｉ先生の言うことを守る』など

海の堵:ぱだから貝を集めよう．ｊ
『。

ロ■

・海の生き物を調べよう－１



＜考察＞

このグループは，「水泳のとき・自由時間」についての約束や心得を決めようというめあて意

識をもって話し合いが進められた。

生徒たちから，「準備体操をする」「班長が自分かってなことをした」「貝を集めよう」など

と活発に意見が出て，「水泳」「自由時間」ともすぐに約束を発表することができた。それは，

８ミリで昨年の臨海学校の様子を思い出させたり，実地踏査のＶＴＲで今年の臨海学校他につい

て調べさせたりしたことで，今年の臨海学校についてのイメージを持つことができたからだと考

える。また，一つの班が一つの場面を考えるようにしたことにより，めあてが明確になり，意見

が活発に出たと考える。しかし，その意見に対して全員が認め合ったり話し合ったりして一つに

まとめるというところまではいたらなかった。もっと，一つ一つの意見を全員で話し合えるよう

な手だてをする必要があったと考える。

以上のことから，視聴覚機器を利用して過去の経験を思いおこさせたり，場面を焦点化して与

えたりすることは，新しい場面に対応させることが困難なこの生徒たちに，新しい場面へのイメ

ージを持たせ活動を予測させるのに有効である。

③＜全体活動＞

－７９－

主な学習活動と教師のてだて 生徒の主な反応

● 代表にメモを見ながら発表させるｃ

決めた約束や心得を発表する。

スター班の発表。

エース班の発表。

イーグル班の発表。

コン ドル班の発表。

各班の発表に対して質疑する。

〔行き帰りのバスの中。歩くとき〕の約束

｢窓から顔を出さない」「右側を歩く」など

〔テント村では〕の約束

「テントの中ではさわがない」

「朝のラジオ体操をまじめにやる」など

〔食事のとき〕の約束

「あいさつやごちそうさまをする」「歯みがきをす

る」「皿はきれいに洗う」など

〔水泳のとき・自由時間〕の約束

｢準備体操をする」「目を洗う」

「グループで行動する」など

「グループで行動するのは，班が決まっているので

あたりまえじゃないですか」

ど

「Ｋ・Ｓ君が農作業合宿で勝手だったので困った｡」

「ああだった」「勝手なことをしてはいけない」な

， 他の班からも声があがる。



(3)

＜考察＞

ここでは，臨海学校を楽しくすごすために，自分たちで決めた約束を守るようにしようという

意識を持たせることにねらいがある。

生徒たちが決めた約束は，どの班も活動する上に必要なことを決めている。これは，農作業合

宿や校内宿泊において，約束を決める経験を積んできているため，臨海学校における具体的な活

動場面を予測しやすかったのではないかと考える。また，コンドル班の「グループで行動する」

ということは，Ｋ・Ｓが班を乱した行動でほとんどの者が困った経験から，他の班からも同調する

反応が見え，集団で行動しようという意識が見られるようになった。さらに，他の班の発表に対

しても，全員が臨海学校の約束としてすんなり受けとめたのは，場面ごとの発表によって，各場

面の約束として焦点化されたためだと考える。

以上のことより，臨海学校の各場面における約束や心得を理解し，守ろうという意識が表われ

てきた。しかし，決められた約束や心得の内容については，まだおおまかなものである。もっと

一つ一つの約束について話し合いを深めていけば、活動の細かい部分までをも予測した意見が出

てきたのではないかと考える。

必要な仕事を調べる活動の展開例

本活動にあたっては，あらかじめ学部生徒会の一環として生徒たちの実態に即した準備会

をもった。その結果をもとに臨海学校に必要な仕事を調べ，自分たちにできる準備の仕事を

話し合わせた。話し合いをすすめるにあたっては，キャンプに必要な具体物に触れさせなが

ら，実際の活動場面に即した学習の展開がはかれるようにした。このことは，生徒たちの臨

海学校に参加する意欲を高め，活動への見通しをもつことができたものと考える。以下は，

全体活動→班活動→全体活動と活動の流れにそった展開例である。

①＜全体活動＞

主な学習活動と教師のてだて 生徒の主な反応

役員会の報告を聞く
● 準備会で話しあったもの

● 学部生徒会の役員でカードの操作や発表 テント張り，かまどつくり．ラジオ体操，放

などを分担させ，協力して報告させる。 送器具，すいじ ， たきぎあつめなど。

● あらかじめ話し合った調理，レクリ エ

ション，生活’ 健康の４つの内容に分類さ ● 発表の中で出てきたもの

せる○ 穴ほり ， 買い物， 荷物運び，トイレそうじ ，

水運び，荷づくり．食器あつめ，たいまつつ

● 各自の考えてきた仕事カードを使って掲 くり ， 救急箱など

示発表させる。 ｢穴ほりは残飯をいれるためのものだ」

｢畳ふきもあるよ」

｢それは今度はテントだから必要ないよ」

－８０－



臨海学校の仕事について話し合う

● 協力してする仕事がたくさんあることに気 「みんなと協力して，やりとげる必要

づかせ発表させる。 があるよ」

● ひとりでできる仕事，みんなで協力してで 「穴ほりは一人でできるよ」

きる仕事を考えさせる。 「プ ン ﾄは必要だ」

｢テントはだれと張るの？」

｢○○さんとテント張りしようね」

・テント張り，調理などたくさんあがる。

仕事の分類をする

・キャンプ地での仕事と，行くまでの準備の

仕事に分けさせる。

● 意図的に．今やらなくてもよい仕事を提示 ● 目を輝かせて

することによって，キャンプ地での仕事と行 「キャンプのときの仕事だ。今やらな

<までの仕事に分類させる。 くてもよい」

「たきぎあつめをしようか」 ｢たきぎあつめもキャンプの時の仕事だ」

● 絵やスライドをみて，過去の失敗例を思い ｢牟礼ケ山登山で箸を忘れて困ったよね」

出させ，準備の大切さに気づかせる。 ｢だった，だつた」

準備の仕事を選ぶ

● どんな種類の仕事をしたいかグループで ・コン ドル班がいち早く調理を決める。

話し合わせる。 、レクリエーションに２つの班が希望する

「どうするね，早いもの勝ちかな？」 「ジャンケンだ」「くじびきがいい」

｢早いもの勝ちだ」「ジャンケンやくじ

びきはよくないよ」

「スター班がレクリエーションをゆずって

くれました。なかなかできないことだね」

コン ドル班----‐調理 ・スター班が，自分たちは保健でもよいと

イーグル班一一一一レクリ エ －シ ヨ ン ひきさがる。

スター班-----保健

エース 班 生活

準備の仕事をする

「今できることを班ごとにやってみよう」 「うん．やろう , やろう」

＜考察＞

この生徒たちのほとんどは，自己表現の機会が与えられるととても喜び，体いっぱいで表現し

ようとする。教師の明確な意図と適切な指導のもとに活動する場を設定すると，生徒たちなりに

のびのびとめあてをもって活動できる。

－８１－



全体活動では，まず，スライドや絵などの視聴覚教具や準備会の報告をもとに話し合わせたこ

とにより，明確に過去の経験を思い出させることができた。生徒たちは，このことから臨海学校

で必要な仕事として，食器あつめ，穴ほり，救急箱，たいまつつくりなどの仕事が考えられるこ

とに気づき，積極的に発表する態度を示した。

次に，テント張りの仕事を例にあげて，ひとりでやる仕事か，みんなでやった方がよい仕事か

の判断を迫り考えさせることにより，ほとんどの仕事は協力がないとできないということに気づ

かせることができた。このことは，準備の仕事を選ぶ場面で，二つの班が「ジャンケンだ｡」「く

じびきだ。」「早いもの勝ちだ。」などと言いながら結局，一方がゆずることで解決したことか

らも協力の必要性が生徒なりに理解されているということがうかがえる。

「見通し」の視点からみた場合でも「穴ほりは残飯を入れるためのものだ。」「今度はテント

だから畳ふきの仕事は必要ない。」「ごはんたきの仕事は，キャンプのときだ。今，やらなくて

もよい。」などの発表にみられるように過去の経験から状況に応じて，いくらかの仕事への見通

しや判断する姿もみられるようになった。しかし，その程度は低く，日常的習'慣化にむすびつく

ものではない。

そこで，このような活動をくり返すことによって，その中から個友の実態に即し段階的にめや

すを設定して，ひとつひとつ引き上げていくことが必要になる。そのことから「自分たちで計画

した臨海学校なのだ。」「できるだけ自分たちでやろう。」といった意欲や見通しがさらに培わ

れていくと考える。

②＜グループ活動＞例エース班

主な学習活動と教師のてだて 生徒の主な反応

準備の仕事をえらぶ匡'1蔵０）4-1~室

● 生活面を受け持ったエース班は，臨海学校 「水運びがあるよ」「荷物運びもある」

に行くまでに準備する仕事として何があるか 「茶わんをそろえる」

について話し合わせる。 ｢それは調理の仕事だよ」など

● 班長は，一人ひとりの意見を聞きながら

話し合いを進めている。

● 教師の意図するテントのことについては,

なかなか意見が出てこない。

● 生活班の仕事としてテントの準備があるこ

とに示唆を与える。

「テントを張る時に道具が足りなかったら 「そうだ，用具がそろっているかを調べ

困るよね」 てみたい」

｢張る時に調べたら良いがね」

－８２－



「来週みんなでテント張りの練習をする時

に道具を調べてあるとみんなが喜ぶかもよ」

｢それではテントの中を確認してみようか」 「点検みたいなものだ」

● 3人でテントを取りに行き，持 つ てくる ０

テントの用具の点検をする

● テント袋を開ける前に，大事なことは何か

を考えさせる。

「すぐ開けるとどうなるかな？」 ｢ああそうか，出した後，もとどおりし

しまわなければいけないよ」

「そうだｙ どんなにたたんであったか注意

しながら出さないといけないよね」 ｢そうだ，そうだ」

● 教師があらかじめ入れておいた点検カート
Ｓｂ

● 生徒たちは教師の前に集まり袋の中に何

と用具を照合させ，数を確かめさせる。 があるか興味を示し，はやく取り出そうと

している０

● ひとつずつ袋の中から取り出した。

● 点検活動は生徒たちの話し合いの中で分担 ● ToTとＨＰＴは，ポールを袋から取り出し

作業を通して行わせる。 て組み合わせる。

● ＴｄＵ ， OoHは，Ｔ･ＴとＨＪＴの仕事に関心

を示して，自分の分担の仕事はわすれている。

。くいを大小に分け，本数を確認させる。 ● くいを大小に分けられるが，数が多く正

確に数えられない。

● 数えるのが難い､生徒には，教師が一緒に ● 班長は，点検のおそい班員に点検の仕方

点検カードをもとに調べる。 を示しながらカードにチェックしていく ０

テントの後始末をする ・点検カードと照合しながら，テント ， く

● 点検カードにチェックして袋に入れてしまう。 い，ポール等順序よく袋に入れた。

く考察＞

臨海学校において，生徒自らが活動する主要な場としてテント張りや調理がある。そこで，生

活面を受けもったエース班の活動として，臨海学校の実際活動に至るまで，今やっておいたほう

がよいと考えられる仕事はなにか話し合わせることにした。生徒たちの反応としては「水運び」

「荷物運び」など昨年の経験から鮮明な印象に残る仕事をあげている。

そこで，事前の準備と現地の仕事を区別して考えさせることにした。テント設営の練習を間近

にひかえた段階でテントの準備の必要なことを教師の側からなげかけてみたら生徒の興味として

は，「テントをそろえたい」「調べてみたい」というような反応が出てきた。

本活動では生徒たちができる点検活動を中心に展開した。テント袋から取り出した物を点検力

－８３－



－ドと照合しながら確認にあたった。生徒たちは関心を示し積極的に活動に参加し，柱やくいの

大小の弁別やカードとの照合はよくできた。しかし，数を確認する活動では，本数の多いものに

は抵抗が大きく教師の補助を要した。以上のことから，テント設営に必要な用具はわかったが，

何がいくつあればよいかを考えて点検できるように絵カードなどを準備する手だてをすると能力

の低い生徒も進んで活動できたのではないかと考える。

③＜全体活動＞

－８４－

主な学習活動と教師のてだて 生徒の主な反応

・キ ヤ ンブヘのイメージをより鮮明にさせ

るために必要な具体物を使わせる。

●

●

応急手当てにどんな薬品類が必要である

かがわかりやすいように

具体物で説明させる。

●

力画

' 班員でそろえた

「ガーゼや綿はどんなときに使うの？」

「応急手当ての方法はどうなっています

」

楽しく， 合理的な調理ができるために，

班員で調べた調理用具の中からいくつかの

具体物を提示させる。

●

「みんなに呼びかけることはないの？」

たいまつのしくみや，扱い方が理解しや

すいように

せる ０

， 具体物を提示させ，着火をさ

協力して，スムースにテント張りがで：

るよう ， 具体物をとおして発表させる。

コン ドル班の活動について発表する。

イーグル班の活動について発表する。

エース班の活動について発表する。

〔救急箱の準備〕

● 準備した薬品類を救急箱より取り出して示

す。「○○ぬってまたぬって……」と楽しそ

うな表情に皆が笑う。

「ケガをしたときに消毒などの手当てに使

います」

「しおりの２７ページをみてください」

〔調理用具の準備〕

・おはしやスプーンなど，みんなで集めた調

理用具を示す。

「キャンプ・地ではおいしく作って下さい」

「包丁で手を切らないようにして下さい」

〔たいまつの準備〕

･たいまつを示しその作り方を発表する。

●

「みんなの分も作りますので，皆さんも手

伝って下さい」

「注意することは，人にむけない，下に屯

けない，ということです」

着火に班員皆がやりたそう。他班はおつ力

なび ごつ くりのようす０

「ワー」「よく燃えるね」

〔テントの用具点検〕

●

●

開けるときの注意をし，用具を取り出す｡

他班はのぞき込むように注視している。



く考察＞

ここでの全体活動は，それぞれの班が準備の仕事のようすを報告しあうことで，一人ひとり

が，これからの仕事に対して「まだ○○の仕事もある」「協力してやらなければならないんだ_｜

というめあて意識をもつことにある。

グループ活動の報告会等は，グループ代表が発表するのが一般的であるが，本活動は一人の

代表による発表でなく，分担しあってみんなで発表させ，一人ひとりが班を代表しているのだ

という意識をもたせるようにした。そして準備の仕事で用意したキャンプに必要な具体物をと

りあげ，提示することで，キャンプに必要な用具へのイメージを高め，その取り扱い方や点検

のしかたなどを具体的なかたちで視覚をとおして訴えた。

このようなことから，冗談も飛び出すようなふんいきの中で，生徒一人ひとりに臨海学校の

学習に参加しているのだという共通の意識が生まれた。また，生徒たちが自分の分担に責任を

はたすことで，つぎは友達と協力して仕事をやろうというまでに態度が高まっていき，そのた

めに「○○の仕事を早くしたいね」「○○の仕事もある」といった意欲がみなぎるようになっ

た。わずかではあるが，意欲の面からも，臨海学校において自分たちの手で活動できることへ

の見通しをもってきたと考える。

５単元を終えて

わたしたちは，これまで臨海学校を行うために必要な計画や準備の話し合いの場における

|次時の学習内容について知る

－８５－

活動の展開について考察してきた。その結果，

ほとんどの生徒たちが意欲的に活動し，活動

の喜びを味わったようである。これらの話し

合い活動の後，実際の準備に全員でとりかか

った。校庭でのテント張り実習ではエース班

のメンバーが率先して点検カードを出し，袋

からポールやクイを出して他のグループに教

えていた。またキャンプ地に着いたとき，積

み荷をすぐおろし一人で２個も３個もかつい

だり，重い荷は友達と分け合ったりしている

「いろいろな仕事があることがわかった

ねｃ次の時間は‘拳んなで手わけ:＝て実際

に準備しましょう‐；

次時の学習内容について知る

Ｆ点検カードでいくつあるかを調べます』

『形や大きさご』･にわければ調べやすいで

す.』

「早くテントを張りたいね」



る。しかし，キャンプ生活につきもののテント張りの仕事がすぐ生徒たちの脳裏に思い浮かば

なかったこと等から考えると，より具体的なイメージ化の手だてを考える必要がある。

以上のことから，生徒たち一人ひとりが見通しを持ってすすんで活動しようとするためには，

活動内容のイメージをより具体的に鮮明に持たせること，そのためには過去の経験を十分に生

かせる内容を選定すること，視聴覚機器の利用や教材教具を工夫することなどが必要であると

いえよう。そして活動にあたっては，ごく最近の経験を基にして活動の予測を立てやすくする，

これまでの経験の上にたって新しい経験をさせる，強烈な感動を受けたり』必要に迫ったりす

る経験をさせることなどが大事なこととなる。これらのことが基となり，生徒たち一人ひとり

生徒が多かった。男子は片づけが終わるとたきぎ集めと飯ごう炊飯，女子はシチューや承そ汁

作りにそれぞれ分担しながらできる仕事をみつけてやっていた。キャンブファイヤーのたきぎ

集めなどもグループでまとまってしようとする姿がみられ，事前の話し合い活動が十分生かさ

れているようであった。

わたしたちはこの「臨海学校」を設定するにあたり，単なる野外学習としてではなく，日常

生活の一環（衣食住に関することと働くこと）として考え，農作業合宿や校内宿､泊学習と関連

を持たせることにし，さらに，生徒たちに任せられる仕事はできるだけ任せることにした。

単元を終えて生徒たちの活動をふり返ってみると，先に述べたように「自分たちの臨海学校」

「働く生活」という意識のもとにできるだけ自分たちの手でやっていこうとする態度がみられ

たように思う。それは「臨海学校」が自然の中で心の解放感を十分味わいながら活動できる生

徒たちの興味のある単元であったこと，働く生活として単元が焦点化されていたこと，これま

での経験から活動内容への見通しが持ちやすかったためであると考える。即ち「今，何につい

て話し合っているのか」「自分はどうすればよいのか」など，生徒たち自身がどのようにかか

わればよいかの予測が立てやすかったため，見通しを持った活動が意欲的に展開されたと考え

－８６－

に成就感や満足感を持たせるこ

とができ，自信や意欲となって

次の活動への見通しを持たせや

すくすることができ，すすんで活

動しようとする自主性の芽が培

えると考える。



生徒の声より（原文掲載）

ヤンブのよういを した。

ユックサックにいれるけい
＞

Ｌ

しました。７月

一一~

１６日０°Ｈ
一一－

キャンプ

市来海岸でてんとをはりました。

私は４はんでした。

水泳をしたり，すいかわりや

ごはんをはんごでたいたりして

たのしいでした。はなびもして

おもしろいでした。Ｆ･Ａ

キャンプの思い出

市来について，附属養護学校のは

たあげて。みんなで校歌をうたって

先生のはなしがあってから。グループに

わかれテントをはりました。エースとイ

ーグルスター，コンドルのグループもテ

ントはエースよりはやいでしたヮそのあ

とテントをはるのがすんで，夕ごはんの

じゆんびをして，ごはんのあとふろから

いきもちで，帰ってきて，さいごにきも

だめしをしました。Ｋ狂

グジ

ゆうれいがこわかった。うみで

およいだのがたのしかったｃ

７月１６日ＯｏＨ

はんごうの底を草でふいているようです

－８７－

いちきキャンプ

（前略）

先生たちのはなしをきいた。こつきを

あげた。はわいてからテントをはりまし

た。たきぎをさがして，たくさんあつめ

ました。ちようりをしました。はんごう

の中でこめをみがきました。火をもやし

てごはんをたきました。はんごうのそこ

をくさでみがきました。すいえいもしま

した。Ｋ・Ｓ



Ⅲ実践２「職場の生活」の実践授業を通して

１単元職場の生活

２期日昭和５７年１０月２７日（水）

３場所高等部教室

４対象高等部２年生男子５名女子５名計１０名

５単元について

（１）人はみな，それぞれの個性や能力，環境などいろいろな条件の中で社会生活を営んでいる。

精神発達の遅滞している生徒たちも将来は実社会の一員としてそれぞれの能力に応じて何ら

かの役割を担い，社会的な連帯性を持つことが必要である。特に働くことを通して自らの個

性を発揮し，社会生活参加への喜びを持ったり．生計を維持したりすることは社会的承認の

欲求や自尊の欲求を満足させることができ，社会生活適応の重要な要因であると考える。

本校高等部の生徒たちは，中には働くことの意味もわからず，他からの援助を受けて活動

する者もいるが，大部分の生徒たちは働く生活への興味は十分あり，意欲的である。しかし，

どのようにして働けばよいか，人との応対をどのようにすればよいかなどの見通しを持ち

にくいため，すすんで活動しようとすることが少ない。そこで，職場実習や校内実習に臨

んで働くことの大切さを再確認させるとともに，職場の生活への理解を深めることにより，

見通しを持ってすすんで活動することができるようになると考える。

生徒たちはこれまでに校内実習や農作業合宿，職場実習などを経験してきている。本単元

ではこれらの過去の経験を生かしながら職場の生活への心構えをもたせ，実習への準備など

を自分たちでさせることができる。このような経験を発展的にくり返す中で，さまざまな場

に応じた人や物，環境などへの対応のしかたに気づかせ,実習職場の生活へ見通しをもっ

て臨ませることができると考える。

職場実習､や校内実習は実社会との接点であり実際の生産的な仕事に従事するため，社会生

活参加への喜びを持たせ，社会の一員としての自覚を促すことができる。そこで職場実習や

校内実習と関連を持たせ，より現実的な場面に即した具体的な学習活動をさせることにより，

働くことへの関心をいっそう高め，一人ひとりのめあてにそって，職場の生活における自分

の行動の見通しを立てさせることができる。このことは，実習への意欲づけともなり’職場

の生活への興味・関心をさらに高め，一人ひとりの仕事への理解を深めることになる。さら

に，友達の実習職場についていろいろ知ることにより職業の種類や仕事内容などへの興味を

持たせることができ，将来の進路を考える足がかりにもなる。また，計画を話し合わせたり’

準備や状行会などできるだけ生徒の手にゆだね，周囲の人友との協調の大事さを味わわせる

とともに，生徒自らを中心にして活動させたりすることにより，やればできるという満足感

や成就感を味わわせることができる。こうして生徒たちの情緒の安定を図りながら，自信と

意欲を持たせ，見通しをもって活動させることは判断力を培う素地となり，自主性の芽が育

っていくものと考える。ＮＩ －８８－



’

(2)本学級の生徒たちは，これまでに校内実習や職場実習などはすでに経験してきている。最

近は，「また○○会社に行きたい。」「夏休みにお父さんの所で車を洗ったよ。」「仕事が

きついからもう○○会社に行きたくない。」など話しており，働くことに目が向きつつある。

また，校内実習や職場実習などで実際に経験した仕事を思い出したり，与えられた仕事をそ

の生徒なりにやり通そうとする態度が見られたりするようになった。しかし，自分から手順

を考えて仕事を進めたり，仕事の指示をあおいだりすることは難しい。宙に，職場の人に自

分からあいさつしたり，話しかけられたときの応対の仕方など対人関係の仕方が十分わから

なかったりする者も多い。

－８９－

氏名
IＱ

ＭＡ
実習の経験 計画性 協調性 自発性 備考

○・Ｈ

１３

２：２

。唐湊果樹園

｡たえず補助して

みかんの収穫や袋

詰めをした。

o具体的な活動

の方法や手順が

ほとんどわから

ない。

o補助を受けなが

ら集団の中で動こ

うとする態度が芽

生えてきている。

o簡単な自分の

係活動は補助す

ればできる。

脳性小児マヒ

Ｋ・Ｓ

5２

８：６

。鹿児島ドライ

｡藤安醸造

。'情緒不安定で職

場やまわりの人に

迷惑をかけた。

｡活動の内容が

断片的にわかる。

｡みんなと一緒に

活動しようとする

意識はいくらかも

っているが，友達

と協力して活動で

きない。

｡気分が向いた

ことには積極的

に取り組もうと

する ◎

'情緒障害

S･Ｋ

3７

６：４

｡唐湊果樹園

ｏ鹿児島ドライ

oみかんの収穫や

ウエスたたみなど

能率は悪いが指示

されてできた。

｡助言を与える

と手順や方法を

幾分考えつくこ

とができる。

｡動作がのろく，

マイペースである

ため ， みんなと一

緒に行動できない。

。 求められると

発表するが自分

から話しかける

ことは少ない。

ダウン症

Ｍ･Ｋ

6０

１０：２

｡福山食品

･山口製菓

｡袋切りや菓子作

りなど，積極的に

取り組んだ。

｡－つの活動が

終わると,次の活

動への指示をあ

おぐことはでき

る０

ｏリーダーシップ

があり，他の人の

面倒をみようとす

.る 。

ｏ自信のあるこ

とは， 自分から

進んでやろうと

する ０

甲状腺機能障

害

Ｍ･Ｙ

2７

４：９

｡福山食品

。日産サニー

◎ 袋切りや洗車な

｡活動の方法や

手順を理解する

ことが難しい。

。集団に参加しよ

うという意識はあ

るが，友人関係に

｡積極的に発言

Iまするが，支離

滅裂なことが多

随膜炎



(3)指導上の留意点

以上のようなことから，この単元では次のようなことに留意して指導にあたりたい。

。実習日誌やスライド，写真などによってこれまでの実習を思い出させ，ほめられたこと

や失敗したことをもとに一人ひとりの実習へのめあてをもたせる。

。実際活動に即した場面構成をとおして一日の生活の流れや報告のし方，あいさつのし方

などを学ばせる。

。職場訪問や通勤訓練などの実際活動をとおして，職場での生活をわからせ実習への見通

－９０－

Ｉ

氏名
IＱ

ＭＡ
実習の経験 計画性 協調 性 自発性 備考

ど，たえず指示を

要した。

片寄りがみられる。 い ０

ＵｏＫ

４１

６：８

｡伊田食品

o一平寿司

◎ 皿洗いや野菜の

皮むきなど，指示

されてできた。

｡おおまかな手

順がわかり 質

問すると話すこ

とができる。

o友だちの手伝い

をしたり，注意し

たりする活動がで

きる。

o教師に促され

て活動に参加す

るが，すすんで

活動することは

少ない。

０．Ｍ

2５

４：２

｡伊田食品

･福山食品

｡野菜の皮むき，

袋切りなどをした

がきつい仕事から

逃げようとする気

持ちが多かった。

｡単純な活動の

方法や手順は時

間をかけるとわ

ｶﾕる ◎

。自己中心的で，

なかなか集団に参

加できず，協力し

てしようという態

度がみられない。

｡自分ですると

いうことばは発

するが，なかな

か行動に移せな

い ０

甲状腺機能障

害

Ｔ･Ｔ

4０

６:1０

ｏ鹿児島ドライ

｡福山食品

。ウエスたたみや

袋切りなど一生懸

命取り組んだ。

｡手順を考えて

活動することは

難しく，確認を

要する。
夕

oみんなと一緒に

活動しようとする

態度がみられ，手

伝いもできる。

。指示により一

生懸命活動する。

すすんで他の人

にも働きかける Ｃ

肥満傾向

Ｈ･Ｙ

４６

７：８

｡伊田食品

｡野菜の皮むきや

皿洗いなどを指示

されてできた。

。 仕事の方法が

わかり 、 指示さ

れた手順通りの

準備ができる。

o誰とでも仲よく

活動でき，集団に

参加する意欲もあ

る。

。自分の役割を

自覚し，すすん

で果たそうとす

る。

肥満傾向

ＹｏＭ

４１

６:1０

。鹿児島ドライ

。ウエスやおむつ

をたたんだが，集

中力に欠けた。

｡おおまかな手

順がわかり活動

できるが，おお

ざつばである。

。集団に参加しよ

うという意識はあ

るが，口出しが多

く友だちの行動に

干渉しがちである。

。すすんで活動

しようとするが

長続きせず，注

意されることが

多い◎

かんし分娩

仮死産



しをもたせる。

。グループ編成，役割分担，会場設営など，できる活動は生徒自身で運営させる。

。生徒たちがやったことに対しては，できるだけ認め，賞賛を与え，自分たちにもできた

という成就感や満足感を味わわせる。

。実習は自分ひとりでできるものではないことに気づかせ，お世話になった人たちへすす

んでお礼状を出させ感謝の気持ちをもたせる。

。実習の反省会をもち，やり通したことへの喜びや満足感から，今後の学校生活や家庭生

活への意欲をもたせる。

6°目標

・実際の職場での働く心構えをもたせ，与えられた仕事を責任をもって果たそうとする意欲

を高める。

。実習をやり終えた喜びを味わわせるとともに，自分にもできるという自覚をもたせ，働く

ことへの関心を深める。

7．指導計画（総時数２０時間）

－９１－

過程 おもな学習活動 時間

一

次

1．職場実習について話し合う。

(1)職場実習の心構えについて話し合う。

(2)後期の実習計画をしらべる。

2．必要な準備や練習をする。

(1)必要なものをしらべる。

(2)必要なことを練習する。

６

一

一

次

3．職場訪問をする。

(1)訪問の計画をたてる。

(2)職場訪問をする。

4．通勤訓練をする。

６

(本時き）

＝
一

次

5．実習の反省をする。

(1)報告会の準備をする。

(2)報告会を開く。

(3)お礼状を出す。

職場実習へ行く

４

四
次

6．校内実習について話し合う。

(1)計画をたてる。

(2)準備をする。

４



校内実習をする。校内実習をする。

８．本時

（１）目標

・自分の友だちの職場実習先の位置関係がわかり，職場訪問の順路を決めることができる。

。職場訪問のときに，気をつけることを話し合うことにより，職場実習への心構えをもつ

ことができる。

個人目標

－９２－

(2)指導にあたって

職場実習を間近にひかえた生徒たちは，前時までに，後期の職場実習の期間や実習先など

について学習しており，「今度の実習はがんばるぞ」「○○会社に早く行きたい」などと，

職場実習への興味もわいてきている。

本時は，職場実習にそなえて，自分や友だちの実習職場はどのようなところか，どんな仕

過程

叫

吹

おもな学習活動

7．校内実習の反省をする:，

校内実習をする。

時間

氏名

Ｏ･Ｈ

Ｋ・Ｓ

Ｓ・Ｋ

Ｍ・Ｋ

Ｍ・Ｙ

Ｕ・Ｋ

０．Ｍ

ＴｏＴ

Ｈ・Ｙ

ＹｏＭ

性別

男

男

男

男

男

叉

女

女

女

女

目 標

。話し合いの様子がある程度わかり，言語や動作の介助を受けながら，は

ずかしがらずに活動できる。

｡実習職場の位置関係がわかり，遠い近いの区別をつけながら訪問の順番

に関心をもつように載る篭

。自分の実習職場の位置がわかる。前期の実習の経験を思いおこして，会

社で必要な応対のし方がわかる。

｡絵地図をもとに，実習職場の位置や距離などを相対的に見て，訪問の順

路を考えることができる。

。自分の実稗職場へ興味をもち，前期の実習でお世話になった人を思いお

こして，必要な応対のし方姿発表できる。

｡友だちの実習職場や訪問の順番がわかる。前期の実習でお山話になった

人への，あいさつのし方がわかる。

o友だちの動作の模倣によ‐>て必要なことがわかり，発設できる。

。自主的に話し合いに参加し１友だちと協力しながら場面に応じて行動で

きる。

。自分の実習職場に関心をもち，話し合いにすすんで参加する。

｡職場の人への応対のし方がわかり，恥ずかしがらずに表現できる。

。前期の実習でお世話になった人を思い出し，訪問のときの必要な応対の

し方を発表できる。



事をするのか，職場にどう行ったらよいかなどを実際に調べるための職場訪問について生徒

たちなりに計画をたてさせることをねらいとした学習である。

本学級は，前期の職場実習を経験した生徒が９名，校内実習１名であり，いずれも，前期

に自分の経験したことを具体的に思いおこすことができるようである。

そこで，本時の指導にあたっては，生徒の過去の経験を足がかりにしながら，次の点に留

意して，訪問の経路をどうするか，自分の実習先の人たちにどう応対したらよいかなどにつ

いて,、自分たちで計画をたてていく喜びを味わわせるようにしたい。

。実習先名のカードを個人ごとに準備し，個人の活動の場を設定して，一人ひとりの実習Ｉ
職場への関心をひき出す。

。壁いっぱいの市内絵地図を掲げて，実習先の位置関係や訪問の順路に見通しがたてやす

いようにする。

。実際の職場のふんいきに近い場面構成により，個人またはグループごとに具体的な応対

のし方などを動作化させ，すすんで考えたり，問題を見つけたりしやすいようにする。

(3)準備

・実習職場カード。自宅の絵カード。ついたて。行事黒板。会社表札

・電話器。机，いす。肩書立て札。場面絵。短冊黒板。市内絵地図

料
群
群
群

Ａ
Ｂ
Ｃ

資

Ｍ
Ｓ
Ｙ

●
●
●

Ｙ
Ｋ
Ｍ

Ｕ
Ｔ
Ｈ

●
●
●

Ｈ
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｋ
Ｍ

●
●
●

Ｍ
Ｕ
Ｏ

Ｓ・Ｋ

園 画
朋回回

教室案内

廊

タイムカード板黒

入
り
□

い

す

二学期行事ごよみ

－９３－

入
り
口

Ｓ・Ｋ
下



4）実 際

9４

過程

(時間）

学習活動

Ａ群 Ｂ群 Ｃ群
教師のてだて 備考

②自分の実習職場名カード｡

を選び出し，職場名や目標

仕事内容などを発表させる。

④実習日誌の提出を動作化

させたり，声の大きさや態

度などについて評価させる。

②学習のめあてを短冊黒板

や行事ごよみで確認させる

とともに，市内絵地図を提

示して興味をさらに持たせ

る。

④電停や学校など目印にな

るものを示して自分の家を

探すめやすにさせる。

⑧下校の道順をたどりなが

ら自分の家を探させる。

◎帰る方向が一緒の友達に

援助させて探させる。

④⑧家庭で決めた通勤経路を

たどらせて実習職場のだい

たいの位置を理解させる。

◎校外学習で訪問した職場

Iま，仕事内容を聞きながら

′思い出させる。

④友達どうし教え合わせる



9５

生徒のおもた』：動き（見る聞く話す表情行動他）

Ａ群 Ｂ群 Ｃ群

０ 自分の実習職場や仕事内容

目標などを大きな声で発表す

る

⑳

０

発表する生徒の方を向いて

ニコニコしながらよく聞いて

いる

⑩

０

○

｢家を出たのは，７時半，

会社についたのは８時」と質

問に答える。

｢声がはっきりしていた」「日誌は

決

満

発

帰
は

両手で提出する」「相手

の顔を見て話す」など自分なりの観点を持って評価している。
－－一一ー一－－ーー一一一一ーー一一一一一一一一一一－－ーー一

画 まつ先に挙手して，「職場

実科のまわる所の順番を決め

ます」と発表する。

画絵地図を見て｢待ってまし
た。アシ桜島フェリーと垂水

フ エ リーだ」と興味を示す。

… 鹿児島大学，西鹿児島

駅を探し出す。

⑩ 毎日利用している騎射場電

停から自分の家を探しだす。

⑳ 行きづまっている友達に

教えたくてウズウズしている

皿 Ｍ・Ｙが逆方向へたどろう

とするのを注意して「施業道

路をわたって……」と探す。

皿 Ｔ・Ｔがまちがった道をた

どろうとすると「そ 一つちじ つ

ないよ」と注意し，角にラー

メン屋があるよと教えている

画自分の職場名カードを持

て発表する。（養護商会）

一つ

画｢Ｍ･Ｙです。日産ｻﾆー
に行きます。」

皿｢私は０．Ｍです｡養護商
会で働きます。」

皿自分から社長役を希望して

進み出る。

｡⑪

○

実習日誌を持ってあいさつ

する

⑰

０

友達の発表に拍手する。

友達のあとについて「順番！

計画･…･･」と言っている。

⑩絵地図の近くに自分のイス
を運び座る。

画「谷山はどこかな｣と自分
の家の方向を探す。

ＤＭ.Ｋと同じ方向だという
ことでＭｏＫと一緒に自分の

家を探しだす。

⑩Ｔ･Ｔと一緒に家を見つけ
ピースのポーズをする。

〔正、「脇田の電停で降りて」と
Ｍ・Ｋと一緒に実習職場を探

す

⑩

０

｢知 一つている。ドライだ、

おむつたたみだ」と突然大き

な声で言う。



－９６－

」

過程

(時間〉

展開

(25分）

終末

（５分）

Ｉ

学 習活動

Ａ群

(2)職場訪問の順路を話L,合う。

･自分なりに訪問したい順番｜・訪問した

を港え発表する。 い職場を発

;表する。

：
‐
‐
１
１
ｌ
●
：
：
‐
‐
：

。職場の‘位置を考えて順番を：

決めるとよいことに気づく。

(3)職場相互の位置関係を考えて合理的な

訪問の順路を決める。
。
■
■
■
ロ
ロ
。
■
ロ
ロ
■
。
■
Ⅱ
Ⅱ
０
０
１
■
。
Ⅱ
０
。
Ⅱ
０
。
Ⅱ
０
■
■
■
ロ
Ⅱ
０

Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
‐
１
１
．
１
１
１
８
Ｆ
１
Ｏ
Ｂ
ｌ
Ｌ
Ｆ
１
１
０
■
６
０
一
■
■
１
０
１
－
８
１
０
■
Ⅱ
．
。

4．訪問する時の態度について話し合う。

・係の人が電

話や話し中の

｡大きな声で：。大きな声

はっきりとあ：であいさつ

時は，終わる’いさつや宮己：をする。

まで待つこと｜紹介をする。Ｉ

に気つく。Ｉ

･友達の発表で良かった点，悪かった点を

発表する。，

5．学羽のまとめをする。

｡訪問する時’。みんなで決
Ｉ

の態度や注意｜めた職場訪問
することを発ｉの順路を発表

表する。 する。

Ｂ群 Ｃ群

。蝦初や最

後に訪門す

る職場がわ

かるくコ

教師のてだて

②訪問したい職場や順路を

宮由に発表させて一つの順

路を設定させる。

③生徒が発表する順番にテ

--プをはって訪問順路が-．

目でわかるようにする。

④⑧生徒が設定した順路を

テーープでたどり』むだはな

いか考えさせる。

④学校に近い職場，遠い職

場に分けて考えさせる。

④順路を決める時，意見が

対立したらfj分の主張する

理由も発表させて全員に考

えさせる。

③訪問時の数場面を設定し

動作化させると.とにより，

訪問の態度を理解させる。

③声の大きさ，答えかた，

姿勢などを評羅させる。

③短冊黒板に書いた注意事

項や絵地図に示された訪問

順路などを利用して学習の

まとめをさせる:，

備考

順路テープ

市内絵地図

’ ，

’｜
番号札

|電話器｜

’’

短冊黒板

市内絵地図



－９７－



(5)『坪価

みんなで職場訪問の順路を決めたり，気をつけることを話し合ったりできたか。

。絵地図で実稗職場を示すことができたか。

｡職場間の位侭関係がわかったか。

。訪問するときの態度を動作で発表できたか。

。友達の動作発表を見て良かった点，悪かった点を発表できたか。

考察

「すすんで活動する」ためには，「見通し」をもつことが必要であると考え，本時では小さ

な見通しをもって，生徒自らが中心となって活動することをねらって学習の発展がなされた。

上述の場面として，①絵地図の上に自分の家を探す場面，②訪問の順路を決める場面，③訪問

する時の態度について話し合う場面の大きく三つがあげられる。以下，それぞれの場面ごとに

考察をのべる。

①絵地図の上にF1分の家を探す場面

ここでは，本時の学習をより興味深く確かなものとするための教具として，確いっぱいの

大きな市内絵地図を準備した。ビルや駅などをめやすとして，各自で自分の家を探し出そう

というものである。絵地図が提示されると生徒たちの反応はきわめて早く，全員がいっせい

に「ワァー」「待ってました」と歓声をあげた。これは，導入段階で前時の内容が動作化を

とおして反復され，それをもとにした本時のめあて意識が鮮明にもたれ，期待も高かったた

めだと考えられる。駅や電停を探すめやすにすればよいというてだてより，Ａ群のＭ・Ｋや

ＨｏＵはすぐＦ１分の家を探し出し得意げに皆に発表することができた。また日頃ささいなと

9．

－９８－

とにもよく恥ずかしがるＣ群のＯｏＨは「学校があった」と大喜びした。そして友達の手助

けにより向分の家が探し出せるとＩピース／ピース／」と友達にＶサインを送った。自分の

批活の中で最も親しく感じている学校や，自分の家が探し出せたことで関心が急速に高まっ

ていったのであろう。

戦師は，この場而において生徒たちが駅や電停，ビルなどをめやすとして自分の家をさが

す方法がわかることを期待している。このような観点からみると，ＭｏＫらのことがきっか

けとなり他の生徒にも，「○○君のようにしたら自分でも探せる」という見通しをもたせた

ことは意義深い。こうした喜びはつぎの活動への動磯づけとなってつながってゆく。

②坊問の順路を決める場面

この場而では，まず絵地図の上に通勤路としての経路をたどることによって，自分たちの

実神職場を示そうというものである。生徒たちは，自分の実習先についてすでに知らされて

おり，そのほとんどが一学期に行われた実習職場と同一である。そのようなことから，通勤

綿路については，①の経験に加え，過去の経,験や家庭での話し合いからＢ群のＳ・Ｋのよう

に，途中の橋や建物のガイドをしながら実稗職場を絵地図の上に示すことができた。ここで

はまた，ＭｏＫなど友達がまちがいそうになると，「ちがうよ」と軌道修正を求めたり，０



。Ｈのように過去の職場訪問の記憶から，「行ったことがある，おむつたたみだ」などの活

動を呈した。また友達への)好援や，成功への賞賛などもみられ，ほほえましい中に，共に活

動する姿やすすんで働きかける態度がふくらんできている。

つぎに職場相互の位置関係から合瑚的な訪問の順を決める活動では，まずそれぞれがおも

いおもいに自分が行きたい職場を発表して，一応の順路を設定した。そこでは教師が，生徒

の設定した順路には問題がないかの問いかけをしたところ，順路を示したテープが複雑に交

差していることにＭ・Ｋが気づき，「遠いところから順番を決めよう」と提案した。発言は，

生徒なりに遠いところより順にまわった方がよいという見通し意識をもったものと思われる。

これに対して，○○ドライが実習職場であるＹ・Ｍが執ように「○○ドライは鼓後がいいで

す」と主張するがこれは見通しに立った意見ではなく，噸なる自分の職場への興味から「鮫

後」にこだわったものとみられる。しかしこの生徒の場合，日頃他人追従的で自分の意見を

明確にしないだけに，この生徒を納得させるだけの手だてがあればとおしまれる。

③訪問するときの態度について話し合う場面

この場面では，訪問態度を話し合った上で，模擬的に職場のようすを設定し，動作化させ

ようとするものである。またここでは「話し中」「電話中」の場面でその状況に応じて判断

する態度を求めた。その結果，教師の予想に反して，いずれの場合にも話や電話が終わるの

を待ってあいさつすることができた。そこで，教師が話し中や電話中のＡ群のとった態度に

ついて問いかけたところ，Ａ群の生徒たちから「話し中や電話中はいけない」などの答えが

返ってきて他群の生徒たちにも同調する態度がみられた。

総じてここでの場面では，日分たちに与えられた自己表現の機会を体いっぱいで表現しよ

うとする意欲に満ち，職場訪問のとき訪問先でどのように応対すればよいかがわかり，実際

活動への見通しをもつことができたようである。

以上のことを整理して考えてみると，「生徒自らを中心にして活動させる」ためには，つぎ

のような状況を考慮する必要がある。小さな見通しの場面をつくり，それをかさねてゆくこと，

臨場感あふれる場の設定や，関係ある具体物を効果的に与え活動内容のイメージを鮮明にさせ

ること，過去の経験につなげた題材内容であること，自己表現の機会を多く与えささやかなつ

ぶやきにも，ぬくもりを持って対処することなどである。

このことから，個々の実態に即しためあてを段階ごとに設定し，訪問の手順を話し合ったり

応対の方法を考えたりして，生徒なりに計揃を立て実施する学課活動をくり返すことにより，

やればできるという成就感や，満足感を与えることができ，そのことが自信や意欲を持たせる

ことになり，それはやがてつぎの活動への自主性の態度となってあらわれてゆくのではなかろ

うか。

－９９－



Ⅳまとめ

わたしたちは「動きに視点をあてた生活単元学習の展開」という統一テーマのもとに，生徒が

、主的に行動しようとする生活力を培うことが高等部教育の課題であるととらえ，昨年度は「自

ら判断し，行動する生徒の育成」という視点から研究に取り組んできた。そして，集団の力を生

かした、主的な行動力の育成について那例研究した。

木年度は，昨年の研究の成果をふまえながら，判断力や行動力を培う素地として，めあて恵識

を持ち，見通しにたって行動ができるようになることが大束であると考え，「見通しを持ち,すす

んで活動する生徒の育成」という視点から研究をすすめ，合わせて指導計画を作成してきた。そ

うして，「臨海学校」や「l職場の生活」での不例研究を進める中で，生徒たちの活動がよりスム

ーズに行われるためには，教材。教具の工夫，その効果的な提示や臨場感あふれる場の工夫など

活動内容のイメージ化をより鮮明に強烈に図ることが大頭であり，経験の拡大。深化を図ってい

くことが必要であるということが実証された。

わたしたちは，以上のことを実践研究する中で，わずかではあるが次のような生徒の変容をみ

ることができた。

(1)ほとんどの生徒たちが，指示がなくても場面に応じて集合したり，次の活動を考えて移動し

たりするなど，向分たちで行動するようになった。

(2)リーダーを中心にしてｒ1分たちでやってみようという意識の芽生えがみられ，意欲的に活動

するようになった。例えば，クリスマス会など，砿極的に自分たちで運営していこうとする様

子がみられた。準備や練習の計画の段階から生徒会役員を中心に互いに協力し合う姿がみられ，

共に活動する喜びを味わっていた。

(3)「働く生活」という意識のもとに進んで働こうとする態度がみられるようになった。朝，登

校してきた生徒たちはそれぞれ亜衣を終えた後』全員がそろうまでろう下を掃いたり，ちりを

捨てたり，お茶をいれたりするなど，できる仕事を自らみつけてしようとする自主的な活動が

すっかり身についてきたようである。

このように生徒たちの口常生活の中でも見通しを持って進んで活動しようとする態度がみられ

るようになってきた。今後は，生徒たちが培いつつある意欲や自信をもとに，より具体的な見通

しを砧み而ねていくことによって，合理的な活動の手順などを理解させる学習のあり方を追究し

ていきたい。また，－人ひとりの生徒をもっと理解するために実態把握の内容，方法等も研究し

ていきたいと考えている。

－１００－

鍔




